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平成22年度 平成21年度

【医師】病院勤務（２０床以上） 515  515  
【医師】診療所勤務（２０床未満） 506  517  
【薬剤師】病院・診療所勤務 509  516  
【薬剤師】薬局勤務 519  519  
【看護師】病院勤務（２０床以上） 508  508  
【看護師】診療所勤務（２０床未満） 502  545  
【歯科医師】 病院・診療所勤務　計 318  318  
全体 3,377  3,438  

（人） （人）

調査概要

• 調査目的 医薬品副作用被害救済制度の浸透度を把握し、今後の基礎資料とする

• 調査対象 医師・薬剤師・歯科医師・看護師

• 調査地域 全国

• 調査方法 インターネット調査

• 調査時期 平成22年度調査：平成22年度11月18日（木）～11月23日（火）
平成21年度調査：平成21年度7月24日（金）～8月4日（火）

• 有効回答数 平成22年度調査：3,377サンプル
平成21年度調査：3,438サンプル

• 調査実施機関 株式会社マクロミル

平成22年度 平成21年度

【医師】病院勤務（２０床以上） 515  515  
【医師】診療所勤務（２０床未満） 506  517  
【薬剤師】病院・診療所勤務 509  516  
【薬剤師】薬局勤務 519  519  
【看護師】病院勤務（２０床以上） 508  508  
【看護師】診療所勤務（２０床未満） 502  545  
【歯科医師】 病院・診療所勤務　計 318  318  
全体 3,377  3,438  

（人） （人）
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【薬剤師】

薬局勤務

15.4%

【看護師】診療所

勤務（20床未満）

14.9%

【看護師】病院

勤務（20床以上）

15.0%
【薬剤師】病院・

診療所勤務

15.1%

【医師】診療所

勤務（20床未満）

15.0%

【医師】病院勤務

（20床以上）

15.3%

【歯科医師】病院

・診療所勤務

9.4%

対象者のプロフィール (n=3,377)

【年代別】 【施設規模】 【割付セル】

年代別 無回答 ・・・【歯科医師】病院・診療所勤務は「無回答」

施設規模 無回答 ・・・【歯科医師】病院・診療所勤務は「無回答」

５０代

14.9%

６０代以上

2.4%

無回答

9.4%

４０代

30.9%

３０代

33.4%

２０代

9.0%

300床以上

25.3%
0～19床
45.5%

20～99床
4.8%

100～299床
15.0%

無回答

9.4%
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【医師国家試験合格時期】 【勤務形態】

n= n=

【医師】 計 (1,021) 【医師】 計 (1,021)

病院勤務（２０床以上） (515) 病院勤務（２０床以上） (515)

診療所勤務（２０床未満） (506) 診療所勤務（２０床未満） (506)

1.5

2.7

0.2

98.5

97.3

99.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２０年度以降 平成１９年度以前

35.0

70.6

65.0

100.0

29.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

開業医 勤務医

【勤務先施設】 【勤務先】

n= n=

全体 (3,377) 全体 (1,607)

【医師】 計 (1,021) 【医師】 計 (515)

病院勤務（２０床以上） (515) 【薬剤師】 計 (498)

診療所勤務（２０床未満） (506) 【看護師】 計 (508)

【薬剤師】 計 (1,028) 【歯科医師】 計 (86)

病院・診療所勤務 (509)

薬局勤務 (519)

【看護師】 計 (1,010)

病院勤務（２０床以上） (508)

診療所勤務（２０床未満） (502)

【歯科医師】 計 (318)

医

療

関

係

者

別医

療

関

係

者

別

47.6

50.4

100.0

48.4

97.8

50.3

100.0

27.0

37.0

49.6

100.0

1.1

2.2

49.7

100.0

73.0

15.4

50.5

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（ベッド数20床以上）

診療所、クリニック、医院など

薬局

4.5

4.7

4.4

4.1

5.8

18.5

21.9

15.3

12.4

52.3

19.2

21.4

15.5

20.7

19.8

3.2

4.3

3.6

2.2

1.2

3.0

3.9

3.2

2.4

48.3

40.4

54.8

54.9

18.6
2.3

3.3

3.2

3.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立病院 大学病院 自治体病院

日本赤十字社 済生会 厚生連

その他

対象者のプロフィール

＊病院勤務者ベース

＊医師ベース ＊医師ベース



Summary
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n=

(2,733) 24.2 0.3 41.91.1
0.6

32.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚生労働省 地方自治体（都道府県、市町村など）

健康保険組合連合会 （独）医薬品医療機器総合機構

その他の組織・団体 知らない

(n=2,733)

医薬品の副作用による被害を受けられた方の

迅速な救済を図ることを目的とした

公的な制度である

医薬品を、適正に使用したにもかかわらず

発生した副作用による疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う

入院が必要な程度の疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う

給付の種類にはいくつかの種類がある

給付には、種類ごとにそれぞれ請求期限がある

84.4

82.0

49.7

29.0

20.0

6.9

9.1

28.8

47.1

54.7

8.7

8.8

21.6

23.9

25.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

(n=3,377) 認知計

医薬品副作用被害救済制度 80.9  
生物由来製品感染等被害救済制度 57.2  
予防接種健康被害救済制度 71.6  
献血者健康被害救済制度 46.8  
石綿(アスベスト)健康被害救済制度 80.7  

53.1
26.4

38.7
16.2

38.3

27.9
30.8

32.9
30.6

42.4

19.1
42.8

28.4
53.2

19.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いた
ことがある

知らない

Summary

医薬品副作用被害救済制度の認知率は、「知っている」、「名前は聞いたことがある」を合わせると81％。明確に「知っている」との回答は、53％。
•『薬剤師』では「知っている」のスコアが約9割。「名前は聞いたことがある」を合わせた認知率ではほぼ全数。

運営主体については、医薬品副作用被害救済制度認知者の32％が「（独）医薬品医療機器総合機構」と回答。次いで「厚生労働省」24％。
•『薬剤師』は「（独）医薬品医療機器総合機構」が半数と高く、『薬剤師（病院・診療所勤務）』では6割を占める。

医薬品副作用被害救済制度に関する認知内容を見ると、「医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的とした

公的な制度である」、「医薬品を、適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う」
の2項目が8割超と圧倒的に高い。

•内容認知については、『薬剤師』のスコアが他の医療従事者と比べ全般的に高め。

【医薬品副作用被害救済制度 内容認知】【健康被害救済制度 認知率】

【医薬品副作用被害救済制度 運営主体について】

単一回答

単一回答

単一回答

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
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(n=3,377)

見たことがある
16.6%

見たような
気がする

36.8%

見たことはない
46.6%

(n=1,805)

勤務先

勤務先以外の医療機関

自治体・保健所などの公的機関

新聞

電車（JR、地下鉄など）

フリーマガジン

その他

45.7

35.6

16.6

10.9

5.9

4.8

5.2

0% 20% 40% 60%

Summary

新聞・交通広告、ポスターの認知率は、「見たことがある」、「見たような気がする」を合わせると53％。明確に「見たことがある」と回答した人は17％。
•『薬剤師（病院・診療所勤務）』では、72％が認知。

広告認知者の主な接触媒体は、「勤務先」46％、「勤務先以外の医療機関」36％。
•『薬剤師』では「勤務先」が6割超と高い。『看護師』、『歯科医師』では「勤務先以外の医療機関」が約半数でトップ。

【新聞・交通広告、ポスター 認知率】 【広告 接触媒体】

認知計 53.4%

単一回答 複数回答

＊広告接触者ベース
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(n=3,377)

勧めたい
73.8%

勧めたくない
1.3%

どちらとも
いえない

24.9%

(n=886)

自分自身が制度をよく理解していないから

診断書など、必要書類が複雑・面倒（そう）だから

制度の利用を医療機関が嫌がるから

患者さんへのメリットがあまり感じられないから

制度の利用を製薬企業が嫌がるから

その他

不支給の場合、責任を問われるから

（問われそうだから）

給付の支給決定までに時間が掛かるから

（掛かりそうだから）

制度を利用することが、自分の責任問題に

なるから（なりそうだから）

58.4

32.1

23.6

17.2

16.6

8.9

5.3

2.8

10.0

0% 20% 40% 60% 80%

Summary
【医薬品副作用被害救済制度 勧めたくない理由】【医薬品副作用被害救済制度を勧めたいか】

医薬品副作用被害救済制度を患者に勧めたいかについて、74％が「勧めたい」と回答。「勧めたくない」は1％。
•『薬剤師（病院・診療所勤務）』は、「勧めたい」が84％と高め。

医薬品副作用被害救済制度を患者に勧めたくない主な理由は、「自分自身が制度をよく理解していないから」58％でトップ。
次いで、「診断書など、必要書類が複雑・面倒だから」32％、「不支給の場合、責任を問われるから（問われそうだから）」24％。

•「自分自身が制度をよく理解していないから」は『看護師』で特に高く、約7割に達する。
•『医師』は、「診断書など、必要書類が複雑・面倒だから」が他の医療従事者と比べて高い。

•『薬剤師（病院・診療所勤務）』、『歯科医師』では、「自分自身が制度をよく理解していないから」を除く上位項目で高い。

単一回答 複数回答

＊医薬品副作用被害救済制度を「勧めたくない・どちらともいえない」と回答した者ベース
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平成22年度調査 平成21年度調査
(n=1,805) (n=1,608)

勤務先
勤務先以外の医療機関
自治体・保健所などの公的機関
新聞
電車（JR、地下鉄など）
フリーマガジン
その他 *：非聴取項目

注） 「新聞」は平成21年度調査は「新聞（記事・広告を問わない。折込みチラシを除く ）」で聴取

「自治体・保健所などの公的機関」は平成21年度調査は「県庁・役所・保健所などの公共機関」で聴取

「勤務先」は平成21年度調査は「病院・医院」で聴取

45.7
35.6

16.6
10.9

5.9
4.8
5.2

0% 20% 40% 60%

33.0
*

7.0
9.3

2.5
*

3.7

0% 20% 40% 60%

見た計

平成22年度調査 (n=3,377) 53.4

平成21年度調査 (n=3,438) 46.814.9

16.6

31.9

36.8

53.2

46.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 見たような
気がする

見たことはない

平成22年度調査 平成21年度調査
(n=3,377) (n=3,438)

認知計 認知計

医薬品副作用被害救済制度 80.9  74.8  
生物由来製品感染等被害救済制度 57.2  54.6  
予防接種健康被害救済制度 71.6  
献血者健康被害救済制度 46.8  
石綿(アスベスト)健康被害救済制度 80.7  

53.1
26.4

38.7
16.2

38.3

27.9
30.8

32.9
30.6

42.4

19.1
42.8

28.4
53.2

19.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いた
ことがある

知らない

42.8
22.1

32.0
32.5

25.2
45.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いた
ことがある

知らない

Summary 《参考 年度比較》

認知率は、「医薬品副作用被害救済制度」、「生物由来製品感染等被害救済制度」ともに前回調査より上昇している（※）。
広告を「見たことがある」は2ポイント弱、「見たような気がする」は5ポイント上昇しており、広告認知は前回調査より向上している。

（平成22年度調査では、新聞・交通広告、ポスターいずれかの認知、平成21年度調査はポスターの認知）
広告接触媒体については、全体的にスコアが高くなっている（※）。

※前回調査は調査票の質問構成、質問文や選択肢の文言等が一部異なるため、今回調査との比較は参考値とする。

【広告 認知率】 【広告 接触媒体】単一回答 複数回答

【健康被害救済制度 認知率】 単一回答

＊広告接触者ベース



詳細内容

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

n=30以上の場合

[比率の差]

以降のページで、色づけされているスコアは
共通して左記のハッチングを行っている
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平成22年度調査 平成21年度調査
(n=3,377) (n=3,438)

認知計 認知計

医薬品副作用被害救済制度 80.9  74.8  

生物由来製品感染等被害救済制度 57.2  54.6  

予防接種健康被害救済制度 71.6  （非聴取）

献血者健康被害救済制度 46.8  （非聴取）

石綿(アスベスト)健康被害救済制度 80.7  （非聴取）

53.1

26.4

38.7

16.2

38.3

27.9

30.8

32.9

30.6

42.4

19.1

42.8

28.4

53.2

19.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

42.8

22.1

32.0

32.5

25.2

45.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

1 健康被害救済制度 認知率

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

•各制度の認知は「医薬品副作用被害救済制度」が最も高く、「知っている」が半数強、「名前は聞いたことがある」まで含めた認知率は8割。
「石綿(アスベスト)健康被害救済制度」も認知率は8割に達するが、「知っている」が4割弱と、認知の程度が若干下回る。

また、「予防接種健康被害救済制度」では認知率は7割にとどまるが、「知っている」の割合が「石綿(アスベスト)健康被害救済制度」と同水準。
•［参考］前回調査より「医薬品副作用被害救済制度」の「知っている」は10ポイント、「生物由来製品感染等被害救済制度」は「知っている」が4
ポイントスコアが高まっているが、前回調査は聴取の構成が一部異なるため、今回調査との比較は参考とする（以降同様）。

単一回答

平成21年度 Q2 あなたは下記に挙げた「健康被害救済制度」をご存知ですか。
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【医薬品副作用被害救済制度】

平成22年度調査 平成21年度調査

n= 認知計 n= 認知計

全体 (3,377) 80.9  (3,438) 74.8  

【医師】 計 (1,021) 89.2  (1,032) 82.0  

病院勤務（２０床以上） (515) 85.6  (515) 77.5  

診療所勤務（２０床未満） (506) 92.9  (517) 86.5  

【薬剤師】 計 (1,028) 99.1  (1,035) 96.0  

病院・診療所勤務 (509) 99.0  (516) 96.1  

薬局勤務 (519) 99.2  (519) 96.0  

【看護師】 計 (1,010) 53.5  (1,053) 49.0  

病院勤務（２０床以上） (508) 50.4  (508) 45.7  

診療所勤務（２０床未満） (502) 56.6  (545) 52.1  

【歯科医師】 計 (318) 82.7  (318) 67.6  

医

療

関

係

者

別

53.1

50.2

46.6

54.0

89.3

91.9

86.7

21.1

18.9

23.3

46.5

27.9

39.0

39.0

38.9

9.8

7.1

12.5

32.4

31.5

33.3

36.2

19.1

10.8

14.4

7.1

46.5

49.6

43.4

17.3

0.8

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

42.8

41.3

39.2

43.3

79.9

80.4

79.4

12.3

10.4

14.1

27.7

32.0

40.7

38.3

43.1

16.1

15.7

16.6

36.7

35.2

38.0

39.9

25.2

18.0

22.5

13.5

4.0

3.9

4.0

51.0

54.3

47.9

32.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

1 健康被害救済制度－医薬品副作用被害救済制度 認知率

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【医薬品副作用被害救済制度：医療関係者別】

•『薬剤師』は「知っている」が9割で、「名前は聞いたことがある」まで含めた認知率は、ほぼ全数に達する。
次いで『医師』も認知率は9割と高いが、「知っている」は半数にとどまる。

•［参考］『薬剤師』の認知率は前回調査と今回調査ともほぼ全数に達するが、「知っている」との回答は今回調査でスコアが上昇。

単一回答

平成21年度 Q2 あなたは下記に挙げた「健康被害救済制度」をご存知ですか。
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【生物由来製品感染等被害救済制度】

平成22年度調査 平成21年度調査

n= 認知計 n= 認知計

全体 (3,377) 57.2  (3,438) 54.6  

【医師】 計 (1,021) 58.8  (1,032) 56.7  

病院勤務（２０床以上） (515) 60.2  (515) 54.8  

診療所勤務（２０床未満） (506) 57.3  (517) 58.6  

【薬剤師】 計 (1,028) 77.3  (1,035) 73.3  

病院・診療所勤務 (509) 81.7  (516) 76.9  

薬局勤務 (519) 73.0  (519) 69.7  

【看護師】 計 (1,010) 36.8  (1,053) 37.5  

病院勤務（２０床以上） (508) 40.4  (508) 36.0  

診療所勤務（２０床未満） (502) 33.3  (545) 38.9  

【歯科医師】 計 (318) 52.2  (318) 43.1  

医

療

関

係

者

別

26.4

21.1

23.1

19.0

49.5

54.4

44.7

11.4

13.2

9.6

17.0

30.8

37.7

37.1

38.3

27.8

27.3

28.3

25.4

27.2

23.7

35.2

42.8

41.2

39.8

42.7

22.7

18.3

27.0

63.2

59.6

66.7

47.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

22.1

22.2

23.3

21.1

38.4

46.3

30.4

8.4

8.3

8.4

14.2

32.5

34.5

31.5

37.5

35.0

30.6

39.3

29.2

27.8

30.5

28.9

45.4

43.3

45.2

41.4

26.7

23.1

30.3

62.5

64.0

61.1

56.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

1 健康被害救済制度－生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【生物由来製品感染等被害救済制度：医療関係者別】

•最も認知率が高いのは『薬剤師』で、「知っている」が約半数、「名前は聞いたことがある」まで含めると約8割。
•［参考］『薬剤師』の認知率については、前回調査と今回調査で大きな変動は見られない。

単一回答

平成21年度 Q2 あなたは下記に挙げた「健康被害救済制度」をご存知ですか。
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【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知計 認知計

全体 (1,021) 89.2  58.8  

平成20年度以降 (15) 80.0  66.7  

平成19年度以前 (1,006) 89.4  58.6  

医

師

国

家

試

験

合

格

時

期

別

50.2

53.3

50.2

39.0

26.7

39.2

10.8

20.0

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

21.1

33.3

20.9

37.7

33.3

37.8

41.2

33.3

41.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 健康被害救済制度－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

単一回答

▼医師国家試験合格時期別
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1 健康被害救済制度－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

単一回答

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知計 認知計

(515) 85.6  60.2  

国立病院 (24) 83.3  54.2  

大学病院 (113) 85.0  68.1  

自治体病院 (110) 88.2  65.5  

日本赤十字社 (22) 86.4  50.0  

済生会 (18) 83.3  55.6  

厚生連 (20) 85.0  60.0  

その他 (208) 85.1  55.3  

現

在

の

勤

め

先

別

【医師】病院勤務

（20床以上）　全体
46.6

33.3

47.8

48.2

54.5

33.3

60.0

45.7

39.0

50.0

37.2

40.0

31.8

50.0

25.0

39.4

14.4

16.7

15.0

11.8

13.6

16.7

15.0

14.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

23.1

20.8

29.2

24.5

13.6

33.3

30.0

18.8

37.1

33.3

38.9

40.9

36.4

22.2

30.0

36.5

39.8

45.8

31.9

34.5

50.0

44.4

40.0

44.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼【医師】病院勤務（20床以上）ベース



17

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知計 認知計

(498) 99.0  81.9  

国立病院 (22) 100.0  90.9  

大学病院 (76) 98.7  78.9  

自治体病院 (77) 98.7  83.1  

日本赤十字社 (18) 100.0  88.9  

済生会 (16) 100.0  68.8  

厚生連 (16) 100.0  81.3  

その他 (273) 98.9  82.1  

現

在

の

勤

め

先

別

【薬剤師】

病院・診療所勤務　全体
91.8

100.0

93.4

87.0

100.0

93.8

100.0

90.8

7.2

5.3

11.7

6.3

8.1 1.1

1.3

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

54.4

59.1

52.6

51.9

66.7

50.0

56.3

54.6

27.5

31.8

26.3

31.2

22.2

18.8

25.0

27.5

18.1

9.1

21.1

16.9

11.1

31.3

18.8

17.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 健康被害救済制度－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

単一回答

▼【薬剤師】病院・診療所勤務ベース
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1 健康被害救済制度－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

単一回答

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知計 認知計

(508) 50.4  40.4  

国立病院 (21) 47.6  42.9  

大学病院 (63) 52.4  49.2  

自治体病院 (105) 48.6  30.5  

日本赤十字社 (11) 63.6  45.5  

済生会 (17) 35.3  47.1  

厚生連 (12) 66.7  75.0  

その他 (279) 50.5  39.8  

現

在

の

勤

め

先

別

【看護師】病院勤務　全体 18.9

23.8

22.2

17.1

36.4

23.5

8.3

17.9

31.5

23.8

30.2

31.4

27.3

11.8

58.3

32.6

49.6

52.4

47.6

51.4

36.4

64.7

33.3

49.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

13.2

9.5

14.3

17.1

27.3

23.5

16.7

10.4

27.2

33.3

34.9

13.3

18.2

23.5

58.3

29.4

59.6

57.1

50.8

69.5

54.5

52.9

25.0

60.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼【看護師】病院勤務ベース
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1 健康被害救済制度－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

単一回答

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知計 認知計

(86) 77.9  66.3  

国立病院 (5) 100.0  100.0  

大学病院 (45) 71.1  64.4  

自治体病院 (17) 82.4  58.8  

日本赤十字社 (1) 100.0  100.0  

済生会 (2) 100.0  100.0  

厚生連 (-) -  -  

その他 (16) 81.3  62.5  

現

在

の

勤

め

先

別

【歯科医師】

病院・診療所勤務　全体
40.7

40.0

41.2

100.0

50.0

50.0

37.2

100.0

31.1

41.2

50.0

31.3

22.1

28.9

17.6

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

25.6

31.1

17.6

100.0

50.0

18.8

40.7

100.0

33.3

41.2

50.0

43.8

33.7

35.6

41.2

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼【歯科医師】病院・診療所勤務ベース
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1 健康被害救済制度－予防接種健康被害救済制度・献血者健康被害救済制度・石綿(アスベスト)健康被害救済制度 認知率

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【予防接種健康被害救済制度：医療関係者別】
•『医師』（特に『診療所勤務』）、『薬剤師』（特に『病院・診療所勤務』）で認知率が高い。

【献血者健康被害救済制度：医療関係者別】
•『歯科医師』54％がトップだが、いずれの医療従事者層も4～5割と、大きな差はない。
【石綿(アスベスト)健康被害救済制度：医療関係者別】

•『歯科医師』87％がトップだが、いずれの医療従事者層も7～8割と、大きな差はない。

【予防接種健康被害救済制度】 【献血者健康被害救済制度】 【石綿(ｱｽﾍﾞｽﾄ)健康被害救済制度】

n= 認知計 認知計 認知計

全体 (3,377) 71.6  46.8  80.7  

【医師】 計 (1,021) 81.3  46.1  84.7  

病院勤務（２０床以上） (515) 74.8  49.5  85.4  

診療所勤務（２０床未満） (506) 87.9  42.7  84.0  

【薬剤師】 計 (1,028) 78.2  51.1  78.8  

病院・診療所勤務 (509) 83.5  54.2  75.2  

薬局勤務 (519) 73.0  48.0  82.3  

【看護師】 計 (1,010) 55.3  40.7  76.6  

病院勤務（２０床以上） (508) 52.0  41.3  75.0  

診療所勤務（２０床未満） (502) 58.8  40.0  78.3  

【歯科医師】 計 (318) 70.8  54.4  86.8  

医

療

関

係

者

別

38.7

44.8

35.7

54.0

47.4

52.3

42.6

25.1

21.7

28.7

34.0

32.9

36.5

39.0

34.0

30.8

31.2

30.4

30.2

30.3

30.1

36.8

28.4

18.7

25.2

12.1

21.8

16.5

27.0

44.7

48.0

41.2

29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

16.2

14.4

17.3

11.5

19.3

19.8

18.7

14.2

14.8

13.5

18.6

30.6

31.7

32.2

31.2

31.8

34.4

29.3

26.5

26.6

26.5

35.8

53.2

53.9

50.5

57.3

48.9

45.8

52.0

59.3

58.7

60.0

45.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

38.3

37.2

38.8

35.6

41.1

36.7

45.3

32.5

31.3

33.7

51.3

42.4

47.5

46.6

48.4

37.7

38.5

37.0

44.2

43.7

44.6

35.5

19.3

15.3

14.6

16.0

21.2

24.8

17.7

23.4

25.0

21.7

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単一回答
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平成22年度調査 平成21年度調査
(n=2,733) (n=2,751)

医薬品の副作用による被害を受けられた方

の迅速な救済を図ることを目的とした公的な

制度である

医薬品を、適正に使用したにもかかわらず

発生した副作用による疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う

入院が必要な程度の疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う

給付の種類にはいくつかの種類がある

給付には、種類ごとにそれぞれ請求期限が

ある

※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取

84.4

82.0

49.7

29.0

20.0

6.9

9.1

28.8

47.1

54.7

8.7

8.8

21.6

23.9

25.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

80.5

78.8

45.4

32.3

21.1

6.9

8.7

25.8

35.8

45.7

12.6

12.6

28.8

31.9

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 認知内容

平成22年度 Q2  あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

•「医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的とした公的な制度である」、
「医薬品を、適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う」

の2項目の認知率が8割を超え、圧倒的に高い。
•他項目の認知率は半数に満たない。
•［参考］聴取方法が前回調査と今回調査で異なるため参考値であるが、全体的に「分からない」が減少。（以降同様）

トップ3項目の認知がやや上昇。

単一回答

＊平成22年度 医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
＊平成21年度 健康被害救済制度認知者ベース

平成21年度 Q7 「健康被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。
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【医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的とした公的な制度である】

平成22年度調査 平成21年度調査

n= n=

全体 (2,733) (2,751)

【医師】 計 (911) (881)

病院勤務（２０床以上） (441) (422)

診療所勤務（２０床未満） (470) (459)

【薬剤師】 計 (1,019) (1,001)

病院・診療所勤務 (504) (499)

薬局勤務 (515) (502)

【看護師】 計 (540) (642)

病院勤務（２０床以上） (256) (294)

診療所勤務（２０床未満） (284) (348)

【歯科医師】 計 (263) (227)

※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取

医

療

関

係

者

別

84.4

83.2

81.6

84.7

92.1

90.1

94.0

73.3

71.9

74.6

81.7

6.9

8.3

8.8

7.9

11.3

12.1

10.6

10.6

8.7

8.5

9.5

7.4

5.6

6.9

4.3

15.4

16.0

14.8

7.6

1.7

3.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

80.5

81.7

81.5

81.9

89.6

88.8

90.4

65.0

61.9

67.5

79.3

6.9

6.4

6.2

6.5

3.8

4.6

3.0

12.6

12.9

12.4

6.2

12.6

11.9

12.3

11.5

22.4

25.2

20.1

14.5

6.6

6.6

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 認知内容

【医療関係者別】

•『薬剤師』で最も高く、9割以上が認知。続く『医師』、『歯科医師』も8割強と高い。
•［参考］前回調査と比較すると、『看護師』で「分からない」が減少、「知っている」のスコアの上昇が見られる。

平成22年度 Q2  あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成21年度 Q7 「健康被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

＊平成22年度 医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
＊平成21年度 健康被害救済制度認知者ベース
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【医薬品を、適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う】

平成22年度調査 平成21年度調査

n= n=

全体 (2,733) (2,751)

【医師】 計 (911) (881)

病院勤務（２０床以上） (441) (422)

診療所勤務（２０床未満） (470) (459)

【薬剤師】 計 (1,019) (1,001)

病院・診療所勤務 (504) (499)

薬局勤務 (515) (502)

【看護師】 計 (540) (642)

病院勤務（２０床以上） (256) (294)

診療所勤務（２０床未満） (284) (348)

【歯科医師】 計 (263) (227)

※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取

医

療

関

係

者

別

82.0

79.5

78.0

80.9

94.9

95.0

94.8

68.5

65.6

71.1

68.8

9.1

10.9

11.6

10.2

14.6

16.4

13.0

17.1

8.8

9.7

10.4

8.9

16.9

18.0

15.8

14.1

2.1

2.6

3.2

3.1

1.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

78.8

81.3

81.8

80.8

93.4

92.8

94.0

54.7

51.7

57.2

72.7

8.7

8.5

8.8

8.3

19.2

19.4

19.0

9.3

12.6

10.2

9.5

10.9

4.7

4.8

4.6

26.2

28.9

23.9

18.1

1.4

2.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 認知内容

【医療関係者別】

•『薬剤師』の認知率が95％と高い。
•［参考］前回調査と比較すると、『看護師』で「分からない」が減少、「知っている」のスコアの上昇が見られる。

平成22年度 Q2  あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成21年度 Q7 「健康被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

＊平成22年度 医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
＊平成21年度 健康被害救済制度認知者ベース
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【入院が必要な程度の疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う】

平成22年度調査 平成21年度調査

n= n=

全体 (2,733) (2,751)

【医師】 計 (911) (881)

病院勤務（２０床以上） (441) (422)

診療所勤務（２０床未満） (470) (459)

【薬剤師】 計 (1,019) (1,001)

病院・診療所勤務 (504) (499)

薬局勤務 (515) (502)

【看護師】 計 (540) (642)

病院勤務（２０床以上） (256) (294)

診療所勤務（２０床未満） (284) (348)

【歯科医師】 計 (263) (227)

※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取

医

療

関

係

者

別

49.7

42.3

42.0

42.6

66.3

68.3

64.5

39.6

40.6

38.7

31.2

28.8

35.2

34.7

35.7

17.5

14.3

20.6

33.1

31.3

34.9

41.4

21.6

22.5

23.4

21.7

16.2

17.5

15.0

27.2

28.1

26.4

27.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

45.4

44.0

43.8

44.2

62.4

61.9

62.9

26.3

25.5

27.0

30.0

25.8

25.5

28.2

23.1

17.1

16.4

17.7

36.4

35.7

37.1

34.8

28.8

30.4

28.0

32.7

20.5

21.6

19.3

37.2

38.8

35.9

35.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 認知内容

【医療関係者別】

•『薬剤師』の認知率が約7割と突出。
•［参考］前回調査と比較すると、『看護師』で「分からない」が減少、「知っている」のスコアの上昇が見られる。

平成22年度 Q2  あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成21年度 Q7 「健康被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

＊平成22年度 医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
＊平成21年度 健康被害救済制度認知者ベース
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【給付の種類にはいくつかの種類がある】

平成22年度調査 平成21年度調査

n= n=

全体 (2,733) (2,751)

【医師】 計 (911) (881)

病院勤務（２０床以上） (441) (422)

診療所勤務（２０床未満） (470) (459)

【薬剤師】 計 (1,019) (1,001)

病院・診療所勤務 (504) (499)

薬局勤務 (515) (502)

【看護師】 計 (540) (642)

病院勤務（２０床以上） (256) (294)

診療所勤務（２０床未満） (284) (348)

【歯科医師】 計 (263) (227)

※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取

医

療

関

係

者

別

29.0

21.5

22.7

20.4

38.8

42.1

35.5

28.9

30.1

27.8

17.5

47.1

54.4

54.4

54.5

40.8

37.3

44.3

43.7

41.8

45.4

53.2

23.9

24.0

22.9

25.1

20.4

20.6

20.2

27.4

28.1

26.8

29.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

32.3

25.4

26.8

24.2

41.6

41.5

41.6

31.0

29.9

31.9

22.0

35.8

41.2

42.2

40.3

33.3

33.9

32.7

31.6

28.6

34.2

37.4

31.9

33.4

31.0

35.5

25.2

24.6

25.7

37.4

41.5

33.9

40.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 認知内容

【医療関係者別】

•『薬剤師』の認知率が約4割と高い。

平成22年度 Q2  あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成21年度 Q7 「健康被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

＊平成22年度 医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
＊平成21年度 健康被害救済制度認知者ベース
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【給付には、種類ごとにそれぞれ請求期限がある】

平成22年度調査 平成21年度調査

n= n=

全体 (2,733) (2,751)

【医師】 計 (911) (881)

病院勤務（２０床以上） (441) (422)

診療所勤務（２０床未満） (470) (459)

【薬剤師】 計 (1,019) (1,001)

病院・診療所勤務 (504) (499)

薬局勤務 (515) (502)

【看護師】 計 (540) (642)

病院勤務（２０床以上） (256) (294)

診療所勤務（２０床未満） (284) (348)

【歯科医師】 計 (263) (227)

※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取

医

療

関

係

者

別

20.0

15.5

16.8

14.3

25.5

26.4

24.7

21.1

21.9

20.4

12.2

54.7

59.9

59.6

60.2

53.5

50.4

56.5

46.9

45.3

48.2

57.8

25.2

24.6

23.6

25.5

21.0

23.2

18.8

32.0

32.8

31.3

30.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

21.1

18.8

22.0

15.9

25.8

26.9

24.7

18.2

19.7

17.0

17.2

45.7

49.0

49.1

49.0

46.6

46.1

47.0

40.0

36.4

43.1

44.5

33.3

32.1

28.9

35.1

27.7

27.1

28.3

41.7

43.9

39.9

38.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

2 医薬品副作用被害救済制度 認知内容

【医療関係者別】

•『薬剤師』の認知率が26％がトップ。

平成22年度 Q2  あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成21年度 Q7 「健康被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

＊平成22年度 医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
＊平成21年度 健康被害救済制度認知者ベース
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平成22年度調査 平成21年度調査

n= n=

全体 (2,733) (2,751)

【医師】 計 (911) (881)

病院勤務（２０床以上） (441) (422)

診療所勤務（２０床未満） (470) (459)

【薬剤師】 計 (1,019) (1,001)

病院・診療所勤務 (504) (499)

薬局勤務 (515) (502)

【看護師】 計 (540) (642)

病院勤務（２０床以上） (256) (294)

診療所勤務（２０床未満） (284) (348)

【歯科医師】 計 (263) (227)

※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取

医

療

関

係

者

別

24.2

24.8

22.7

26.8

21.9

22.6

21.2

24.8

20.7

28.5

29.7

1.1

1.1

0.9

1.3

0.8

0.8

0.8

1.5

2.0

1.1

1.5

0.6

0.2

0.5

0.6

0.2

1.0

0.8

32.0

25.1

27.2

23.2

50.5

60.9

40.4

13.1

22.4

0.3

0.1

0.2

0.5

0.4

0.6

0.4

41.9

48.6

48.8

48.5

25.7

15.1

36.1

59.3

62.9

56.0

45.2

1.4

1.2

1.3

13.0

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚生労働省 地方自治体（都道府県、市町村など）

健康保険組合連合会 （独）医薬品医療機器総合機構

その他の組織・団体 知らない

41.1

38.4

40.0

36.8

28.1

28.7

27.5

62.1

61.9

62.4

49.8

4.0

5.3

6.2

4.6

1.5

1.2

1.8

5.9

6.1

5.7

4.01.3

2.3

2.0

2.8

1.3

1.6

1.2

2.0

3.9

4.1

3.7

47.2

47.7

45.7

49.5

66.6

67.1

66.1

19.3

18.7

19.8

38.8

4.5

5.8

3.8

7.6

1.6

1.4

1.8

7.5

7.5

7.5

4.4

0.9

0.8

1.4

0.2

0.6

0.4

0.8

1.2

1.7

0.9
1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚生労働省 地方自治体（都道府県、市町村など）

社会保険庁 健康保険組合連合会

医薬品医療機器総合機構 その他

3 医薬品副作用被害救済制度 運営主体について

平成22年度 Q3  あなたは、「医薬品副作用被害救済制度」の運営主体をご存じですか。あてはまるものをひとつお選びください。

•医薬品副作用被害救済制度認知者に運営主体について尋ねたところ、32％が「（独）医薬品医療機器総合機構」と回答。
次いで、「厚生労働省」が24％。「知らない」は4割。

※前回調査は調査票の選択肢が異なるため参考値とする。
【医療関係者別】
•『薬剤師』で「（独）医薬品医療機器総合機構」が半数と高く、特に『薬剤師（病院・診療所勤務）』では6割に達する。

単一回答

平成21年度 Q3  あなたは「健康被害救済制度」の運営主体をご存知ですか。あてはまるものをひとつお選びください。

＊平成22年度 医薬品副作用被害救済制度
認知者ベース

＊平成21年度 健康被害救済制度認知者ベース
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院

・
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・
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問
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D

医

療

機

器

総

合

機

構

（
独

）
医

薬

品

そ

の

他

平成22年度調査　全体 (2,733) 38.9  17.5  15.3  14.7  13.9  13.3  12.6  12.0  10.1  9.7  8.9  8.0  7.2  3.6  2.6  1.2  0.4  2.6  
【医師】 計 (911) 33.2  15.3  19.8  12.3  5.3  15.9  17.5  9.5  6.9  9.1  4.3  3.1  9.2  2.2  3.4  1.3  0.4  3.6  

病院勤務（２０床以上） (441) 30.2  10.7  22.4  5.2  4.5  22.0  21.8  13.2  4.8  10.4  3.2  5.0  12.2  3.2  3.6  1.1  0.5  3.4  
診療所勤務（２０床未満） (470) 36.0  19.6  17.2  18.9  6.0  10.2  13.4  6.2  8.9  7.9  5.3  1.3  6.4  1.3  3.2  1.5  0.4  3.8  

【薬剤師】 計 (1,019) 51.3  24.8  8.4  21.2  28.1  5.0  6.1  17.3  16.3  13.5  14.7  16.4  5.3  2.2  1.1  0.7  0.3  2.4  
病院・診療所勤務 (504) 50.0  31.0  9.7  20.4  41.1  3.4  6.5  19.2  23.6  17.3  10.3  12.9  7.3  3.0  0.8  0.8  0.4  1.4  
薬局勤務 (515) 52.6  18.8  7.2  21.9  15.3  6.6  5.6  15.3  9.1  9.9  19.0  19.8  3.3  1.4  1.4  0.6  0.2  3.3  

【看護師】 計 (540) 26.7  4.8  23.9  7.6  3.1  23.3  13.1  9.6  3.1  3.3  6.1  3.3  4.8  8.9  2.8  1.1  0.6  1.9  
病院勤務（２０床以上） (256) 27.7  4.7  21.1  7.0  4.3  27.0  13.3  9.8  4.3  4.3  4.7  4.7  4.3  9.4  2.0  1.6  0.8  1.6  
診療所勤務（２０床未満） (284) 25.7  4.9  26.4  8.1  2.1  20.1  13.0  9.5  2.1  2.5  7.4  2.1  5.3  8.5  3.5  0.7  0.4  2.1  

【歯科医師】 計 (263) 36.1  22.8  9.1  12.9  10.6  16.0  19.8  5.3  11.0  9.9  7.6  2.3  12.2  3.4  5.3  2.7  0.8  1.9  
全体値の降順でソート

医

療

関

係

者

別

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

38.9

17.5 15.3 14.7 13.9 13.3 12.6 12.0 10.1 9.7 8.9 8.0 7.2 3.6 2.6 1.2 0.4 2.6

0%

20%

40%

60%
平成22年度調査　全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

4 医薬品副作用被害救済制度 認知経路

平成22年度 Q4 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」をどのようにして知りましたか。または、どのようにして名前を聞きましたか。

•認知経路は、「医療関連専門誌」が約4割と最も高い。以下、「副作用報告制度の報告用紙」18％、「人から聞いた／教えてもらった」、「パンフレット」がともに
15％、「（独）医薬品医療機器総合機構のホームページ」14％が続く。

•「その他」の内容として「医師会・薬剤師会」、「MR」、「国家試験・登録販売者試験」、「制度を利用した」などの記述が見られた。
【医療関係者別】

•『薬剤師』では「医療関連専門誌」が他の医療従事者より高く、半数を超える。また、特に『薬剤師（病院・診療所勤務）』で「（独）医薬品医療機器総合機構
のホームページ」、「厚生労働省のホームページ」が際立って高い。また、『看護師』では「テレビ放送」が高い。

複数回答

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
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n=

医

師
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薬
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病

院
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事

務

職

員

患

者

歯

科

医

師

保

健

所

の

職

員

そ

の

他

平成22年度調査　全体 (419) 47.0        25.5        19.3        15.5        4.3        3.8        2.1        1.7        1.7        
【医師】 計 (180) 74.4        12.2        0.6        22.8        3.3        6.7        -        1.7        1.7        

病院勤務（２０床以上） (99) 77.8        18.2        -        17.2        4.0        6.1        -        1.0        2.0        
診療所勤務（２０床未満） (81) 70.4        4.9        1.2        29.6        2.5        7.4        -        2.5        1.2        

【薬剤師】 計 (86) 12.8        86.0        1.2        11.6        2.3        2.3        -        1.2        2.3        
病院・診療所勤務 (49) 14.3        87.8        2.0        10.2        2.0        -        -        -        4.1        
薬局勤務 (37) 10.8        83.8        -        13.5        2.7        5.4        -        2.7        -        

【看護師】 計 (129) 32.6        7.0        61.2        7.0        7.0        1.6        -        -        1.6        
病院勤務（２０床以上） (54) 25.9        9.3        74.1        1.9        9.3        -        -        -        -        
診療所勤務（２０床未満） (75) 37.3        5.3        52.0        10.7        5.3        2.7        -        -        2.7        

【歯科医師】 計 (24) 41.7        8.3        -        20.8        4.2        -        37.5        12.5        -        
平成22年度全体値の降順でソート

医

療

関

係

者

別

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

47.0

25.5
19.3 15.5

4.3 3.8 2.1 1.7 1.7
0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成22年度調査　全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

5 医薬品副作用被害救済制度 クチコミ経路

平成22年度 Q5 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、誰から知りましたか。あてはまるものをすべてお選びください。

•「人から聞いた／教えてもらった」と回答した人に具体的な認知経路を尋ねたところ、半数近くが「医師」と回答。
これは、回答者の構成比率が半数以上医師によって占められることに起因するため、解釈に注意が必要である。

以下、「薬剤師」26％、「看護師」19％、「製薬企業の社員」16％。
【医療関係者別】
•いずれの層も同職種の項目が圧倒的に高い。それ以外では、『医師』で「製薬企業の社員」、『看護師』で「医師」が高め。

＊「人から聞いた/教えてもらった」回答者ベース

複数回答

n=30未満は参考値
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平成22年度調査　全体 (534) 73.4            14.4            11.0            8.8            6.9            3.2            6.0            
【医師】 計 (139) 70.5            7.9            9.4            6.5            8.6            3.6            6.5            

病院勤務（２０床以上） (36) 77.8            16.7            13.9            -            5.6            8.3            -            
診療所勤務（２０床未満） (103) 68.0            4.9            7.8            8.7            9.7            1.9            8.7            

【薬剤師】 計 (282) 83.0            12.4            14.2            9.9            5.0            1.1            5.0            
病院・診療所勤務 (128) 84.4            10.9            14.1            18.0            3.9            1.6            4.7            
薬局勤務 (154) 81.8            13.6            14.3            3.2            5.8            0.6            5.2            

【看護師】 計 (67) 58.2            37.3            4.5            3.0            1.5            7.5            7.5            
病院勤務（２０床以上） (28) 67.9            39.3            10.7            3.6            -            -            7.1            
診療所勤務（２０床未満） (39) 51.3            35.9            -            2.6            2.6            12.8            7.7            

【歯科医師】 計 (46) 45.7            13.0            6.5            17.4            21.7            8.7            8.7            
平成22年度全体値の降順でソート

医

療

関

係

者

別

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

73.4

14.4 11.0 8.8 6.9 3.2 6.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成22年度調査　全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

6 医薬品副作用被害救済制度 パンフレット・ポスター等接触場所

平成22年度 Q6 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」のパンフレット、ポスター・ステッカーをどこで見たり、入手したりしましたか。

•「パンフレット」、「ポスター・ステッカー」と回答した人に具体的な接触場所を尋ねたところ、「勤務先」が7割を超え、突出。
•「その他」として、「医師会・医師会報」、「薬剤師・薬剤師会報」など。

【医療関係者別】
•『薬剤師』は8割以上が「勤務先」と回答。また、『薬剤師（病院・診療所勤務）』で「（独）医薬品医療機器総合機構」が約2割と高め。
『看護師』は「勤務先以外の医療機関｣が約4割と、他の医療従事者層に比べて高い。

『歯科医師』では「（独）医薬品医療機器総合機構」、「自治体・保健所などの公共機関」が2割前後と高め。

＊パンフレット・ポスター・ステッカーによる認知者ベース

n=30未満は参考値

複数回答
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平成22年度調査 平成21年度調査

n= n=

全体 (2,733) (2,751)

【医師】 計 (911) (881)

病院勤務（２０床以上） (441) (422)

診療所勤務（２０床未満） (470) (459)

【薬剤師】 計 (1,019) (1,001)

病院・診療所勤務 (504) (499)

薬局勤務 (515) (502)

【看護師】 計 (540) (642)

病院勤務（２０床以上） (256) (294)

診療所勤務（２０床未満） (284) (348)

【歯科医師】 計 (263) (227)

※平成22年度と平成21年度では選択肢が異なる　　平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取
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11.0

14.5

7.7

14.7

24.2

5.4

89.9
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ある ない

6.9
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94.0

98.1

99.0
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95.2

2.6

1.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関わったことがある 関わったことはない

7 医薬品副作用被害救済制度との関わりについて

平成22年度 Q7 あなたは、これまで「医薬品副作用被害救済制度」にかかわったことがありますか。

•医薬品副作用被害救済制度に関わったことが「ある」との回答は1割にとどまる。
•［参考］前回調査より、わずかに増加が見られる。

【医療関係者別】
•『薬剤師（病院・診療所勤務）』は、「関わったことがある」が24％とやや高め。

単一回答

平成21年度 Q10 あなたはこれまでに「健康被害救済制度」に関わったことはありますか。

＊平成22年度 医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
＊平成21年度 健康被害救済制度認知者ベース
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平成22年度調査 平成21年度調査

n= 見た計 n= 見た計

全体 (3,377) 53.4  (3,438) 46.8  

【医師】 計 (1,021) 58.1  (1,032) 55.7  

病院勤務（２０床以上） (515) 59.2  (515) 53.0  

診療所勤務（２０床未満） (506) 56.9  (517) 58.4  

【薬剤師】 計 (1,028) 64.2  (1,035) 56.5  

病院・診療所勤務 (509) 72.1  (516) 54.8  

薬局勤務 (519) 56.5  (519) 58.2  

【看護師】 計 (1,010) 35.8  (1,053) 27.7  

病院勤務（２０床以上） (508) 37.2  (508) 31.7  

診療所勤務（２０床未満） (502) 34.5  (545) 24.0  

【歯科医師】 計 (318) 59.7  (318) 49.1  

医

療

関

係

者

別

16.6

14.3

16.5

12.1

27.2

32.6

22.0

7.6

6.9

8.4

18.6

36.8

43.8

42.7

44.9

37.0

39.5

34.5

28.2

30.3

26.1

41.2

46.6

41.9

40.8

43.1

35.8

27.9

43.5

64.2

62.8

65.5

40.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 見たような気がする 見たことはない
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47.0

41.6
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41.8

72.3

68.3

76.0

50.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 見たような気がする 見たことはない

8 広告の認知率

平成22年度 Q8 画像（新聞・交通広告、ポスター）をご覧になってからお答えください。あなたは、この広告をひとつでも見たことがありますか。

•広告の認知率（見たことがある＋見たような気がする）は、53％。
•前回調査より、7ポイント近く上昇している。

【医療関係者別】
•『薬剤師』で認知率が最も高く、64％。特に『薬剤師（病院・診療所勤務）』では7割を超える。
また、『薬剤師』は「見たことがある」の割合が他の医療従事者より高く、認知の度合いも高いといえる。

単一回答

平成21年度 Q8 上記画像をご覧になってからお答えください。あなたは、この広告を見たことがありますか。
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平成22年度調査　全体 (1,805) 45.7            35.6            16.6            10.9            5.9            4.8            5.2            
【医師】 計 (593) 39.1            27.3            20.2            17.0            7.9            7.1            5.9            

病院勤務（２０床以上） (305) 43.9            28.9            16.7            15.1            10.8            8.2            5.6            
診療所勤務（２０床未満） (288) 34.0            25.7            24.0            19.1            4.9            5.9            6.3            

【薬剤師】 計 (660) 62.3            31.2            13.5            6.8            3.5            3.8            4.5            
病院・診療所勤務 (367) 65.7            25.9            14.7            7.6            4.4            3.5            5.7            
薬局勤務 (293) 58.0            37.9            11.9            5.8            2.4            4.1            3.1            

【看護師】 計 (362) 37.3            50.6            10.8            7.5            6.6            3.6            5.0            
病院勤務（２０床以上） (189) 46.0            47.6            10.1            9.0            5.8            3.7            1.6            
診療所勤務（２０床未満） (173) 27.7            53.8            11.6            5.8            7.5            3.5            8.7            

【歯科医師】 計 (190) 24.7            47.9            27.4            12.6            6.8            3.7            5.8            
※全体値の降順でソート

医

療

関

係

者

別

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

45.7
35.6

16.6
10.9

5.9 4.8 5.2

0%

20%

40%

60%

80%

平成22年度調査　全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

9 広告の接触媒体

平成22年度 Q9 あなたは、どこでこの広告を見ましたか。あてはまるものを全てお選びください。

•広告に接触した主な場所は、「勤務先」46％、「勤務先以外の医療機関」36％、「自治体・保健所などの公的機関」17％。
•「その他」の内容として、「薬局・調剤薬局」、「医師会・医師会報」、「薬剤師会・薬剤師会報」、「PMDAや厚生労働省のHP」などの記述が見ら

れた。
【医療関係者別】
•『薬剤師』で「勤務先」が高い。『看護師』では「勤務先以外の医療機関」が最も高い。

また、『歯科医師』でも「勤務先以外の医療機関」が高くトップ、次いで「自治体・保健所などの公的機関」が2番手となっている。

＊広告接触者ベース

複数回答
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平成22年度調査 平成21年度調査

n= n=

全体 (3,377) (3,438)

【医師】 計 (1,021) (1,032)

病院勤務（２０床以上） (515) (515)

診療所勤務（２０床未満） (506) (517)

【薬剤師】 計 (1,028) (1,035)

病院・診療所勤務 (509) (516)

薬局勤務 (519) (519)

【看護師】 計 (1,010) (1,053)

病院勤務（２０床以上） (508) (508)

診療所勤務（２０床未満） (502) (545)

【歯科医師】 計 (318) (318)

※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取

医

療

関

係

者

別

73.8

78.1

77.9

78.3

78.1

83.5

72.8

62.9

64.6

61.2

80.5

1.3

1.4

1.9

0.8

0.7

0.4

1.0

2.1

2.0

2.2

0.9

24.9

20.6

20.2

20.9

21.2

16.1

26.2

35.0

33.5

36.7

18.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勧めたい 勧めたくない どちらともいえない

48.7

51.0

55.7

46.2

57.0

59.3

54.7

37.9

38.6

37.2

49.7

0.9

1.5

1.0

1.9

0.8

0.4

1.2

0.9

0.8

0.9

50.4

47.6

43.3

51.8

42.2

40.3

44.1

61.3

60.6

61.8

50.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勧めたい 勧めたくない どちらともいえない

10 医薬品副作用被害救済制度を勧めたいか

平成22年度 Q10 あなたは今後、医薬品を適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による入院が必要な程度の健康被害に遭われた患者さんに対し
「医薬品副作用被害救済制度」の利用を勧めたいと思いますか。

•医薬品副作用被害救済制度を患者に勧めたいかについては、74％が「勧めたい」と回答。「勧めたくない」は1％。
•［参考］前回調査より、「勧めたい」が大きくスコアを伸ばしている。

【医療関係者別】
•『薬剤師（病院・診療所勤務）』で「勧めたい」が84％と高め。また、『歯科医師』でもやや高く、8割を超えている。

単一回答

平成21年度 Q12 あなたは今後、「健康被害救済制度」の利用を患者さんに勧めたいとお考えですか。
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11 医薬品副作用被害救済制度 勧めたくない理由

平成22年度 Q11 あなたが、「医薬品副作用被害救済制度」の利用を「勧めたくない」「どちらともいえない」と回答されたのはどのような理由からですか。

•医薬品副作用被害救済制度を患者に勧めたくない主な理由は、「自分自身が制度をよく理解していないから」58％、
「診断書など、必要書類が複雑・面倒だから」32％、「不支給の場合、責任を問われるから（問われそうだから）」24％。

•「その他」の理由は、「副作用の判別が難しい」、「勧める立場・判断する立場にない」などの意見が多く見られた。
•［参考］前回調査より、「給付の支給決定までに時間が掛かるから（掛かりそうだから）」が下がっている。
【医療関係者別】
•『医師』で、「診断書など、必要書類が複雑・面倒だから」が他の医療従事者と比べ高い。

また、『薬剤師（病院・診療所勤務）』および『歯科医師』では、「自分自身が制度をよく理解していないから」を除く上位項目が高い。
一方、『看護師』は、「自分自身が制度をよく理解していないから」が7割と突出している。

＊どちらともいえない・ 勧めたくない回答者ベース

複数回答

平成21年度 Q14あなたはQ12で健康被害救済制度の利用を患者さんに勧めたいかという質問において【Q12の選択内容】と回答されましたが、
どのような理由からですか。

n=

自分自身が

制度をよく理解

していないから

診断書など、

必要書類が

複雑・面倒

（そう）だから

不支給の場合、

責任を問われる

から（問われそう

だから）

給付の支給決定

までに時間が

掛かるから

（掛かりそう

だから）

制度を利用する

ことが、自分の

責任問題に

なるから

（なりそうだから）

制度の利用を

医療機関が

嫌がるから

患者さんへの

メリットがあまり

感じられないから

制度の利用を

製薬企業が

嫌がるから

その他

平成22年度調査　全体 (886) 58.4         32.1         23.6         17.2         16.6         8.9         5.3         2.8         10.0         
【医師】 計 (224) 50.9         43.8         29.0         18.8         21.0         3.6         4.9         2.7         8.0         

病院勤務（２０床以上） (114) 54.4         40.4         28.1         16.7         18.4         3.5         6.1         1.8         9.6         
診療所勤務（２０床未満） (110) 47.3         47.3         30.0         20.9         23.6         3.6         3.6         3.6         6.4         

【薬剤師】 計 (225) 49.8         36.0         26.7         20.9         12.9         14.2         5.8         0.9         13.8         
病院・診療所勤務 (84) 47.6         48.8         35.7         28.6         14.3         10.7         9.5         1.2         10.7         
薬局勤務 (141) 51.1         28.4         21.3         16.3         12.1         16.3         3.5         0.7         15.6         

【看護師】 計 (375) 69.3         21.3         16.8         12.8         14.7         9.6         5.1         3.5         9.9         
病院勤務（２０床以上） (180) 69.4         23.9         19.4         14.4         18.3         8.3         4.4         2.8         11.7         
診療所勤務（２０床未満） (195) 69.2         19.0         14.4         11.3         11.3         10.8         5.6         4.1         8.2         

【歯科医師】 計 (62) 50.0         40.3         33.9         24.2         25.8         4.8         6.5         6.5         4.8         
平成21年度調査　全体 (1,765) *         34.4         23.7         33.8         13.2         8.8         *         3.6         36.5         

注） 「給付の支給決定までに時間が掛かるから（掛かりそう だから）」は平成21年度調査は「時間がかかるから・取られるから」、 ※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取　平成22年度全体値の降順でソート

「制度を利用することが、自分の責任問題になるから（なりそう だから）」は平成21年度調査は「活用することが、自分の責任問題になるから」、 *：平成21年度非聴取項目

「制度の利用を医療機関が嫌がるから」は平成21年度調査は「活用を医療機関が嫌がるから」、「制度の利用を製薬企業が嫌がるから」は平成21年度調査は「活用を製薬企業が嫌がるから」で聴取

医

療

関

係

者

別

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

34.4

23.7
33.8

13.2
8.8

3.6

36.5

58.4

32.1
23.6

17.2 16.6
8.9 5.3 2.8

10.0

0%

20%

40%

60%

80%

平成21年度調査　全体

平成22年度調査　全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計
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n=

診断書など

必要書類が

複雑・面倒だから

不支給の場合、

責任を問われるから

時間がかかるから

・取られるから

活用することが、

自分の責任問題

になるから

活用を医療機関が

嫌がるから

活用を製薬企業が

嫌がるから
その他

平成21年度調査　全体 (1,765) 34.4            23.7            33.8            13.2            8.8            3.6            36.5            
【医師】 計 (506) 41.7            27.3            43.3            15.0            4.3            3.2            28.3            

病院勤務（２０床以上） (228) 43.4            25.4            44.3            15.4            3.1            4.4            31.6            
診療所勤務（２０床未満） (278) 40.3            28.8            42.4            14.7            5.4            2.2            25.5            

【薬剤師】 計 (445) 37.8            21.6            35.5            12.1            10.8            3.4            36.9            
病院・診療所勤務 (210) 42.4            25.2            34.3            10.5            11.0            4.3            34.3            
薬局勤務 (235) 33.6            18.3            36.6            13.6            10.6            2.6            39.1            

【看護師】 計 (654) 26.5            21.7            25.7            12.7            10.9            3.5            43.1            
病院勤務（２０床以上） (312) 27.2            21.2            26.6            13.5            10.3            3.5            40.7            
診療所勤務（２０床未満） (342) 25.7            22.2            24.9            12.0            11.4            3.5            45.3            

【歯科医師】 計 (160) 35.0            26.9            31.9            12.5            9.4            5.6            35.0            
※平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取　平成22年度全体値の降順でソート

医

療

関

係

者

別

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

34.4

23.7

33.8

13.2
8.8

3.6

36.5

0%

10%

20%

30%

40%

50%

平成21年度調査全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

11 医薬品副作用被害救済制度 勧めたくない理由 （平成21年度調査）

平成21年度 Q14あなたはQ12で健康被害救済制度の利用を患者さんに勧めたいかという質問において【Q12の選択内容】と回答されましたが、
どのような理由からですか。

＊どちらともいえない・ 勧めたくない回答者ベース

複数回答
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n=

厚生労働省の

ホームページ

（独）医薬品

医療機器

総合機構の

ホームページ

パンフレット
医療関係

専門誌

自治体・保健所

などの公共機関

学会・研修会

・講演会

（独）医薬品

医療機器総合

機構の相談窓口

医療安全

管理者
その他

平成22年度調査　全体 (3,377) 49.4         48.4         42.9         40.3         32.0         22.8         21.1         16.6         2.8         
【医師】 計 (1,021) 45.3         41.6         37.6         37.9         27.8         26.9         18.3         15.1         4.1         

病院勤務（２０床以上） (515) 43.3         42.3         38.8         36.7         22.9         28.2         17.9         23.5         1.9         
診療所勤務（２０床未満） (506) 47.4         40.9         36.4         39.1         32.8         25.7         18.8         6.5         6.3         

【薬剤師】 計 (1,028) 53.5         68.2         34.1         41.8         28.9         19.1         29.6         11.9         1.4         
病院・診療所勤務 (509) 54.0         76.6         31.8         38.5         24.6         21.6         29.7         17.1         1.8         
薬局勤務 (519) 53.0         59.9         36.4         45.1         33.1         16.6         29.5         6.7         1.0         

【看護師】 計 (1,010) 47.9         35.7         58.6         42.3         38.7         21.5         15.6         22.8         2.9         
病院勤務（２０床以上） (508) 50.0         36.8         58.3         45.5         36.6         24.2         15.7         30.3         3.1         
診療所勤務（２０床未満） (502) 45.8         34.7         59.0         39.0         40.8         18.7         15.5         15.1         2.6         

【歯科医師】 計 (318) 54.1         46.5         38.4         36.5         34.0         25.5         20.4         17.6         3.5         
※全体値の降順でソート

医

療

関

係

者

別

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

49.4 48.4
42.9 40.3

32.0

22.8 21.1
16.6

2.8

0%

20%

40%

60%

80%

平成22年度調査　全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

12 医薬品副作用被害救済制度 情報入手経路

平成22年度 Q12 あなたが、「医薬品副作用被害救済制度」について情報を収集する場合、どのような方法で、またはどこから情報が入手できるとよいと思いますか。

•医薬品副作用被害救済制度に関する情報入手経路として最も望ましいのは、「厚生労働省のホームページ」、「（独）医薬品医療機器総合
機構のホームページ」で、ともに約半数。次いで「パンフレット」43％、「医療関係専門誌」40％。

•「その他」として、「医師会・医師会報」や「MR・製薬会社」などが見られた。
【医療関係者別】
•『薬剤師』では「（独）医薬品医療機器総合機構のホームページ」が高く、トップ。また、「（独）医薬品医療機器総合機構の相談窓口」も高め。

『看護師』では「パンフレット」がトップとなっている。

複数回答
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13 普段読んでいる医療関係専門誌 <自由記述>
平成22年度 Q13 あなたが、ふだんお読みになっている医療関係専門誌は何ですか。3誌まで挙げてください。

•「日経メディカル」、「日経DI」が1割を超えて上位。

(n=3,377)

日経メディカル

日経DI

薬局

エキスパートナース

薬事

日本内科学会雑誌

日本医師会雑誌

日本病院薬剤師会雑誌

日本薬剤師会雑誌

ナーシング/オペナーシング

朝日メディカル

メディカルトリビューン

ナース専科

医薬ジャーナル

日本医事新報

11.6
11.1

7.0
6.2
6.1
5.2
5.2

5.1
4.2
3.7
3.3
3.2

3.0
2.7
2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

上位抜粋

複数回答
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(n=3,377)

制度の認知、普及、広告・宣伝

医療従事者への浸透

手続きの簡略化・システムの簡略化

法制化

基準の明確化・認定基準が厳しい

副作用の理解

情報の共有・提供

報酬が必要

その他

特になし／わからない

医師の仕事ではない・

医師、医療従事者の負担が大きい

医師会や公的機関からの

啓蒙・講演会・勉強会・教育・指導

責任の明確化

47.9

31.8

23.8

2.5

1.0

0.8

0.8

0.5

0.4

0.2

0.2

1.5

6.2

0% 20% 40% 60%
(n=3,438)

制度の認知、普及、広告・宣伝

医療従事者への浸透

手続きの簡略化・システムの簡略化

法制化

責任の明確化

基準の明確化・認定基準が厳しい

副作用の理解

情報の共有・提供

報酬が必要

匿名性

医師会や公的機関からの

啓蒙・講演会・勉強会・教育・指導

医師の仕事ではない・

医師、医療従事者の負担が大きい

41.7

30.7

23.7

6.9

0.9

4.2

1.0

0.3

0.7

0.6

1.5

0.1

0% 20% 40% 60%

14 医薬品副作用被害救済制度 有効な周知方法 <自由記述>
平成22年度 Q14 「医薬品副作用被害救済制度」をより多くの医療関係者の皆様に知っていただき利用のご協力をいただくためにはどのような方法がよいと思いますか。

•医薬品副作用被害救済制度の有効な周知方法として、「制度の認知、普及、広告・宣伝」48％、「医療従事者への浸透」32％、「医師会や公
的機関からの啓蒙・講演会・勉強会・教育・指導」24％などが上位。

•前回調査と今回調査で傾向はかわらない。

複数回答

平成22年度調査 平成21年度調査

平成21年度 Q16 今後、「健康被害救済制度」の活用を、医療関係者の皆様にご協力いただくためにはどのようなことが必要だと思いますか。
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平成22年度調査 平成21年度調査

n= n=

全体 (3,377) 24.1      (3,438)

【医師】 計 (1,021) 25.4      (1,032)

病院勤務（２０床以上） (515) 18.8      (515)

診療所勤務（２０床未満） (506) 32.0      (517)

【薬剤師】 計 (1,028) 30.3      (1,035)

病院・診療所勤務 (509) 29.9      (516)

薬局勤務 (519) 30.6      (519)

【看護師】 計 (1,010) 8.3      (1,053)

病院勤務（２０床以上） (508) 8.5      (508)

診療所勤務（２０床未満） (502) 8.2      (545)

【歯科医師】 計 (318) 50.3      (318)

※平成22年度と平成21年度では選択肢が異なる　　平成21年度は「健康被害救済制度」について聴取
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療
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15.3
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現在、
担当している

過去に担当した
ことがある

担当した
ことがない

25.5

29.9

12.0

47.8

32.4

31.4

33.3

4.3

3.9

4.6

58.8

74.5

70.1

88.0

52.2

67.6

68.6

66.7

95.7

96.1

95.4

41.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

担当している 担当していない

15 医療安全管理者 担当経験の有無

平成22年度 Q15 あなたは、お勤め先で「医療安全管理者」を担当されたことはありますか。

•医療安全管理者の担当状況について、15％が「現在、担当している」と回答。「過去に担当したことがある」を合わせた担当経験者は24％。
•［参考］前回調査と比較すると、「（現在）担当している」の割合が下がっている。

【医療関係者別】
•『歯科医師』で、「現在、担当している」のスコアが特徴的に高い。

単一回答

平成21年度 Q4 あなたは現在お勤めの施設で、医療安全管理者を担当されていますか。
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【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知計 認知計

全体 (3,377) 80.9  57.2  

現在、担当している (517) 94.6  67.3  

過去に担当したことがある (297) 88.6  71.4  

担当したことがない (2,563) 77.3  53.6  

「
医

療

安

全

管

理

者

」

担

当
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験

別

53.1
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67.3
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19.1

21.2

30.4

19.1
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22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

26.4
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32.0

30.9

42.8

32.7

28.6

46.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16 医療安全管理者 担当経験の有無別健康被害救済制度

－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率

【医薬品副作用被害救済制度：「医療安全管理者」担当経験別】
•『現在、担当している』で、認知率が最も高く95％。次いで『過去に担当したことがある』で89％。

【生物由来製品感染等被害救済制度】
•『過去に担当したことがある』で、認知率が最も高く71％。次いで『現在、担当している』で67％。

単一回答

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。



付録：調査票
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〔平成22年度調査〕
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付録：調査票

〔平成21年度調査〕
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付録：調査票
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付録：調査票
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